
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
小
学
六
年
の
部
〉 

優 

勝 

平
塚 

唯
斗 

準
優
勝 

菅
沢 

龍
輝 

第
三
位 

石
村 

奏
斗 

〈
中
学
校
男
子
の
部
〉 

優 

勝 

木
村 

仁 

準
優
勝 

小
山 

蒼
翔 

第
三
位 

千
葉 

丈
起 

○
塩
釜
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
部
兼 

第
百
三
十
一
回
月
例
会 

〈
男
子
の
部
〉 

優 

勝 

櫻
井 

賢
治 

準
優
勝 

佐
藤 

敏
和 

第
三
位 

桜
井 

好
夫 

〈
女
子
の
部
〉 

優 

勝 

桜
井 

咲
實 

準
優
勝 

庄
司 

あ
や
子 

第
三
位 

櫻
井 

静
枝 

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
に
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
よ
り
体
育
協
会
の
活
動
に

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
協
会
員

一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
の
話

題
、
一
昨
年
念
頭
の
挨
拶
で
コ
ロ

ナ
の
話
題
に
触
れ
「
明
け
な
い
夜

は
な
い
」
と
期
待
を
し
て
い
ま
し

た
が
な
ん
と
「
長
い
夜
」
な
の
で

し
ょ
う
。
一
時
は
少
し
ず
つ
「
光
」

が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
ま
た
も
や
大

会
の
中
止
、
練
習
の
変
更
等
々
、

関
係
者
の
方
々
も
大
変
な
ご
苦
労

を
し
て
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

体
を
動
か
す
こ
と
を
「
当
た
り
前
」
に 

○
塩
釜
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
兼 

塩
釜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
秋
季
大
会 

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
男
子
の
部
〉 

優 

勝 

金
井 

一
夫 

準
優
勝 

遠
藤 

典
夫 

第
三
位 

鈴
木 

昇 

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
女
子
の
部
〉 

優 

勝 

阿
部 

ま
つ
子 

準
優
勝 

武
蔵 

芳
子 

第
三
位 

加
藤 

み
ね
子 

○
塩
釜
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
兼 

第
六
十
四
回
塩
竈
市
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

〈
一
般
男
子
〉 

優 
 

勝 
渡
辺･

八
嶋
ペ
ア 

準
優
勝 
櫛･
高
橋
ペ
ア 

〈
一
般
女
子
〉 

優 
 

勝 

阿
部･

加
藤
ペ
ア 

準
優
勝 

菅
原･

皆
川
ペ
ア 

〈
シ
ニ
ア
の
部
（
ミ
ッ
ク
ス
）〉 

優 
 

勝 

後
藤･

高
橋
ペ
ア 

準
優
勝 

加
藤･

菊
池
ペ
ア 

○
塩
釜
野
球
協
会 

市
長
杯
兼
市
民
総
合
大
会 

優 

勝 

Ｊ･

Ｔ
Ｅ
Ｃ
フ
ァ
ル
コ
ン 

準
優
勝 

Ｔ-

Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ 

第
三
位 

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｓ 

○
塩
釜
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会
兼 

第
三
十
三
回
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

優 

勝 

赤
羽･

辛
島
（
羽
衣
ク
ラ
ブ
） 

準
優
勝 

佐
藤(

由)･

柳
沢
（
羽
衣
ク
ラ
ブ
） 

第
三
位 

益
塚･

宇
野
（
羽
衣
ク
ラ
ブ
） 

今
回
は
第
一
位
～
三
位
ま
で
を
掲
載
致
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
取
り

な
が
ら
、
よ
り
一
層
競
技
に
打
ち
込
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
塩
釜
柔
道
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会 

柔
道
競
技
の
部 

〈
小
学
二･

三
年
の
部
〉 

優 

勝 

浜
野 

楽
人 

準
優
勝 

伊
藤 

結
衣 

第
三
位 

大
友 

清
華 

〈
小
学
三
年
の
部
〉 

優 

勝 

小
山 

晴
翔 

準
優
勝 

菅
野 

晃 

第
三
位 

小
山 

敬 

〈
小
学
四･

五
年
の
部
〉 

優 

勝 

大
友 

碧
清 

準
優
勝 

小
池 

陽
葵 

第
三
位 

伊
藤 

陽
菜 

〈
小
学
五
年
の
部
〉 

優 

勝 

木
村 

徳 

準
優
勝 

相
馬 

智
華 

第
三
位 

藤
岡 

凜
心 

日
々
の
努
力
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る 

は
健
康
な
心
と
身
体
で

コ
ロ
ナ
と
闘
う
強
い
塩

竈
市
に
な
れ
た
ら
と
思

う
次
第
で
す
。 

体
育
協
会
も
市
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
そ
の

よ
う
な
場
所
や
機
会
を

お
手
伝
い
で
き
る
よ
う

今
年
も
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
平
素
よ
り
ご

理
解
ご
協
力
賜
り
ま
す

塩
竈
市
・
塩
竈
市
教
育
委

員
会
・
各
競
技
協
会
の
皆

様
に
ま
す
ま
す
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ま
た
み
な
さ
ま
の
ご
健

勝
と
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
し
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 

塩
釜
市
体
育
協
会 

会
長 

佐
々
木
信
行 

○
塩
釜
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス 

吹
矢
協
会 

塩
竈
市
総
合
体
育
大
会 

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
の
部 

〈
総
合
〉 

優 

勝 

遠
藤 

裕 

準
優
勝 

本
田 

朝
夫 

第
三
位 

米
倉 

久
美
子 

〈
男
子
六
．
八
ｍ
部
門
〉 

優 

勝 

遠
藤 

裕 

準
優
勝 

米
倉 

久
美
子 

第
三
位 

菊
地 

進 

〈
一
〇
ｍ
混
合
〉 

優 

勝 

本
田 

朝
夫 

準
優
勝 

佐
藤 

建
夫 

第
三
位 

石
上 

泰
教 

〈
ジ
ュ
ニ
ア
〉 

優 

勝 

赤
間 

美
空 

準
優
勝 

久
成 

笙
太 

第
三
位 

赤
間 

謙
真 

「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
の
影

響
か
子
供
た
ち
の
平
均
体

力
も
落
ち
て
い
る
と
い
う

話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
我
々
大
人
も
同
じ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
何
か

と
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し

ま
う
事
が
「
当
た
り
前
」

に
な
り
体
を
動
か
さ
な
い

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た

今
こ
そ
少
し
だ
け
日
常
の

中
で
体
を
動
か
す
こ
と
を

「
当
た
り
前
」
に
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
ス
ポ

ー
ツ
で
鍛
え
よ
う
な
ど
と

考
え
ず
少
し
だ
け
歩
く
こ

と
を
多
く
し
た
り
、
少
し

だ
け
い
つ
も
よ
り
早
く
歩

い
た
り
普
段
の
生
活
で
出

来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
は
ず
で
す
。
「
マ
ス
ク
・

手
洗
い
・
密
を
避
け
る
」

予
防
す
る
こ
と
は
「
当
た

り
前
」
に
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら 

令
和
三
年
度
塩
竈
市
総
合
体
育
大
会 

結
果
発
表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
藤 

愛
結 

様 

第
二
十
七
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
兼 

第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

東
北
地
区
予
選
会 

女
子
四
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

 

第
二
位 

須
田 

響
香 

様 

第
二
十
七
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
兼 

第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

東
北
地
区
予
選
会 

女
子
四
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 
 

第
一
位 

佐
藤 

碧
海 

様 

第
二
十
七
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
兼 

第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

東
北
地
区
予
選
会 

女
子
四
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 
 

第
一
位 

千
葉 

陽
翔 

様 

第
二
十
二
回
ダ
イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

宮
城
県
予
選
会 

男
子
六
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

 
 

第
一
位 

佐
藤 

心
花 

様 

第
二
十
二
回
ダ
イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

宮
城
県
予
選
会 

女
子
二
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

 
 

第
一
位 

我
妻 

希
音 

様 

第
七
十
四
回
宮
城
県
民
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会 

高
学
年
女
子
規
定
演
技 

個
人
総
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
位 

種
目
別 

跳
び
箱
・
鉄
棒
・
ゆ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
位 

渡
會 

剛
生 

様 

第
六
十
八
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会 

男
子
個
人 

 
 

 
 

 
 
 

第
二
位 

 
塩
竈
市
立
第
一
中
学
校 

監
督 

笠
井 

学 

様
／
選
手 

相
澤 

侑
亮 

様 

第
七
十
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

 

飛
込
競
技
男
子
学
校
総
合 

 
 

 
 

 
 

第
一
位 

☆
功
績
賞
（
団
体
）
☆ 

大
高 

啓 
 

 

様
（
塩
竈
剣
道
連
盟
） 

単
協
役
員
十
四
年 

佐
々
木 

信
泰 

様
（
塩
釜
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
） 

単
協
役
員
十
年 

高
橋 

康
雄 

 

様
（
塩
釜
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
） 

単
協
役
員
十
二
年 

渡
辺 

良
子 

 

様
（
塩
竈
市
太
極
拳
協
会
） 

単
協
役
員
十
年
・
会
員
二
十
五
年 

南
雲 

庄
治 

 

様
（
塩
竈
市
太
極
拳
協
会
） 

会
員
二
十
二
年 

加
藤 

泰
光 

 

様
（
塩
竈
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
） 

単
協
役
員
六
年
・
会
員
三
十
年 

☆
功
労
賞
☆ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
塩
釜
市
体
育
協
会
で

は
、
例
年
、
塩
釜
市
体
育
協
会
並
び
に
各
単
位
協

会
に
お
い
て
、
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
・

団
体
に
「
塩
釜
市
体
育
協
会
・
功
労
賞
」「
塩
釜
市

体
育
協
会
・
功
績
賞
」
を
、
ま
た
、
武
道
競
技
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
へ
「
塩
竈
市
武

道
大
賞
」
を
、
さ
ら
に
、
塩
釜
市
体
育
協
会
の
運

営
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
方
に
「
感
謝
状
」
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

表
彰
式
が
中
止
と
な
り
、
晴
れ
の
舞
台
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
残
念
な
お

知
ら
せ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
状
況
で
も
結
果
を
残
し
た
皆
さ
ん
に
、
称
賛

の
拍
手
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
逆
境
に
め
げ

ず
に
、
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

堀
田 

杏
奈 

様 

第
五
十
三
回
東
北
中
学
校
水
泳
競
技
大
会 

女
子
二
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
位 

女
子
一
〇
〇
ｍ
背
泳
ぎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
位 

熊
谷 

禅 

様 

第
七
十
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

陸
上
競
技 

男
子
三
年
一
〇
〇
ｍ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
位 

武
山 

康
太
郎 

様 

第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

組
手
試
合 

男
子
小
学
四
年
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
位 

安
積 

蓮
成 

様 

第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

形
試
合(

第
八
回)

男
子
小
学
五
～
六
年
の
部 

 
 

 
 

 

第
二
位 

片
山 

心
陽 

様 

第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

形
試
合(

第
八
回)

男
女
合
同
中
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

第
二
位 

石
川 

凛 

様 

第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

組
手
試
合 

女
子
小
学
一
～
二
年
の
部 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
位 

瀨
林 

元
士 

様 

第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

組
手
試
合 

男
子
中
学
二
年
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
位 

増
田 

優
菜 

様 
第
二
十
九
回
全
日
本
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
防
具
空
手
道
選
手
権
大
会 

組
手
試
合 

女
子
中
学
二
～
三
年
の
部 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
位 

阿
部 

福
多
朗 

様 

二
〇
二
一
宮
城
県
空
道
選
手
権
大
会 

Ｕ―

九
交
流
戦
青
帯
以
下
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
位 

坂
本 

天
音 

様 

二
〇
二
一
全
東
北
空
道
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会 

Ｕ―

十
三
男
子
四
十
二
ｋ
ｇ
以
下
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
位 

中
澤 

悠
太 

様 

日
本
旅
行
杯
第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

第
二
十
七
回
東
北
地
区
大
会 

宮
城
県
予
選
会 

男
子
六
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
位 

大
友 

未
桜 

様 

第
二
十
七
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
兼 

第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

東
北
地
区
予
選
会 

女
子
六
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第
三
位 

田
中 

泉 
 

様 

第
二
十
七
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
兼 

第
三
十
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

東
北
地
区
予
選
会 

女
子
六
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
位 

☆
塩
竈
市
武
道
大
賞
☆ 

☆
功
績
賞
（
個
人
）
☆ 

令和 4 年 

特定非営利活動法人 

塩釜市体育協会 

スポーツ表彰式 

渡
會 

剛
生 

様 

第
六
十
八
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会 

男
子
個
人 

 
 

第
二
位 

相
澤 

侑
亮 

様 

第
七
十
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

男
子
飛
板
飛
込 

 
 

第
一
位 

塩
釜
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

様 

塩
竈
市
梅
の
宮
町
内
会 

様 

塩
竈
市
立
第
一
小
学
校 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

様 

塩
竈
市
立
杉
の
入
小
学
校 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

様 

一
般
社
団
法
人
塩
竈
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

様 

☆
感
謝
状
☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月18日の開講式では月見ヶ丘小学校の先生

や指導者・支援の皆さまの出席を賜り、塩竈市

教育委員会の吉木教育長様や片岡校長先生から

は激励の言葉を頂きました。 

また、塩竈市教育委員会の吉木教育 

長様から小学生用ハンドボール 15 個 

のご寄贈を頂きました。 

年
々
深
刻
に
な
る 

子
ど
も
の
運
動
能
力
低
下 

令
和
四
年
一
月
十
八
日
、
塩
竈
市

立
月
見
ヶ
丘
小
学
校
に
て
塩
釜
市
体

育
協
会
主
催
の
「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
の
開
講
式
が
あ
り
ま
し

た
。
初
年
度
と
な
る
今
回
は
、
三
月

ま
で
の
火
曜
日
の
放
課
後
に
塩
竈
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
仰
ぎ
活
動
。
モ
デ

ル
校
で
あ
る
同
校
の
四
年
生
～
六
年

生
の
十
九
名
が
参
加
し
ま
す
。 

今
回
の
「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
基
礎
体
力
が
充
実
し

て
き
た
四
年
生
～
六
年
生
に
、
質
の

高
い
技
術
の
取
得
や
、
多
様
な
種
目

の
体
験
を
さ
せ
、
更
な
る
体
力
の
向

上
と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ

せ
る
。
ま
た
、
活
動
を
通
じ
て
挨
拶

や
時
間
、
規
則
を
守
る
と
い
っ
た
、

集
団
で
の
マ
ナ
ー
や
異
年
齢
同
士
で

活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
る
、
互
い
へ

の
思
い
や
り
や
、
社
会
性
を
育
む
こ 

六
年
生
で
は
体
格
に
差
が
あ
る

の
で
、
同
じ
よ
う
に
出
来
な
い
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
片
方
に
合

わ
せ
る
と
、
も
う
片
方
に
不
満
が

出
て
く
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

し
か
し
、
お
互
い
が
歯
が
ゆ
い
思

い
を
し
て
い
る
そ
の
時
が
成
長

す
る
チ
ャ
ン
ス
。 

年
下
の
子
ど
も
も
自
分
た
ち

と
楽
し
く
遊
ぶ
に
は
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
で
、
年
上
と
し
て
の
自
覚
が
芽

生
え
、
慕
わ
れ
る
こ
と
で
自
信
に

も
な
り
ま
す
。
年
下
は
そ
の
様
子

を
見
て
、
自
分
よ
り
も
さ
ら
に
年

下
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い
気
持

ち
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
わ
く

わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
異
年

齢
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
社
会
性
を
育
む
場
も
担
っ

て
い
る
の
で
す
。 

♦ 

♦ 

♦ 

先
日
、
開
講
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

を
見
学
す
る
為
、
月
見
ヶ
丘
小
学

校
の
体
育
館
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

体
育
館
入
口
に
は
検
温
機
と

消
毒
が
設
置
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活

動
な
の
で
感
染
対
策
に
余
念
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
元
気
な
挨
拶
と
と
も
に
徐
々

に
集
ま
り
始
め
た
子
ど
も
達
、
み

ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
か
、

一
人
の
休
み
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

こ
の
日
は
ド
ッ 

ジ
ボ
ー
ル
で
ウ
ォ 

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。 

と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

♦ 

♦ 

♦ 

二
〇
二
〇
年
ス
ポ
ー
ツ
庁

が
実
施
し
た
「
全
国
体
力
運

動
能
力
運
動
習
慣
調
査
」
で

は
、
小
中
学
生
と
も
に
前
年

比
よ
り
低
下
し
、
特
に
男
子

小
学
生
は
二
〇
〇
八
年
以
降

過
去
最
低
を
更
新
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
の
普

及
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
為

の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
も
少
な
か

ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

皆
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ 

し
か
し
普
通
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

ボ
ー
ル
は
複
数
個
用
意
し
、
体
育
館
全
体
を

使
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
持
つ
時
間
は
五
～
十
秒

間
と
決
め
、
当
て
ら
れ
た
時
や
自
分
が
投
げ
た

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
た
時
は
、
端
へ
よ
け

ま
す
。
自
分
を
当
て
た
人
・
自
分
の
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
人
が
、
当
て
ら
れ
た
り
キ
ャ
ッ

チ
さ
れ
た
場
合
は
、
コ
ー
ト
へ
戻
れ
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。 

端
に
よ
け
た
子
か
ら
「
◯
◯
く
ん
当
て

て
！
」
と
指
示
が
飛
ん
だ
り
、
自
分
を
当
て
た

子
が
端
へ
よ
け
た
の
を
見
て
喜
ん
で
中
に
戻

っ
て
い
く
。
年
齢
に
関
係
な
く
当
て
た
り
、
キ

ャ
ッ
チ
さ
れ
た
り
、
と
に
か
く
元
気
に
走
り
回

る
子
ど
も
達
を
み
て
、
笑
顔
に
な
る
の
に
時
間

は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

♦ 

♦ 

♦ 

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
。
今
後
の
動
向
に
期
待
し
た
い
で
す
。 

イ
ジ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
す
か
？
人
間
の
一
生
の
う

ち
で
も
っ
と
も
運
動
神
経
が

発
達
す
る
時
期
の
こ
と
で
す
。

こ
の
時
期
に
様
々
な
運
動
体

験
を
す
る
こ
と
で
、
運
動
能
力

が
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
お
よ
そ

九
歳
～
十
二
歳
頃
（
小
学
三
年

生
～
六
年
生
頃
）
を
指
し
ま

す
。 「

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
年

齢
を
対
象
と
し
て
お
り
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
指
導
で
子
ど

も
の
運
動
能
力
向
上
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。 

他
に
も
異
年
齢
と
遊
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
思
い
や
り
が
生

ま
れ
る
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

高
学
年
と
は 

い
え
四
年
生
と 

異
年
齢
交
流 
思
い
や
り
が
生
ま
れ
る 

◯わくわく遊び隊◯ 

対象は 1年生～3年生 

運動要素（走る・跳ぶ・投げる）を 

取り入れたレクリエーション活動 

例：おにごっこやボール遊び 

◯わくわくスポーツクラブ◯ 

対象は 4年生～6年生 

基礎的な運動及び、多様な運動種目の体験 

例：サッカーやバスケットボール 

＜更なる体力向上 社会性を育む＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床
下
に
は
配
管
が
縦
横
無
尽
に→

 
 

プ
ー
ル
内
の
水
は
全
て
抜
か
れ
て
い
ま
す↓

 

立
春
も
過
ぎ
、
徐
々
に
春
の
足
音

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
時
期
は
続
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
体
を
温
め

て
い
ま
す
か
？ 

ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
は
、
暖
を
取

る
の
に
最
適
で
す
が
、
動
く
の
が
億

劫
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
適
度
に

運
動
す
る
こ
と
は
身
体
も
温
ま
り

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
で
お

ス
ス
メ
で
す
が
、
始
め
る
ま
で
の
心

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
身
体
の
内
側
か
ら
温
め

る
方
法
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
食
べ
物
「
し
ょ
う
が
」

で
す
。 

し
ょ
う
が
を
食
べ
る
と
舌
が
ひ

り
ひ
り
し
た
経
験
は
、
誰
も
が
お
持

ち
で
し
ょ
う
。
し
ょ
う
が
に
含
ま
れ

て
い
る
辛
み
成
分
は
血
流
を
良
く

し
、
発
汗
を
促
す
作
用
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
免
疫

力
ア
ッ
プ
や
鎮
痛
、
消
炎
作
用
な
ど

に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
少
量
で
も
体
は
温
ま

り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
に
は

少
し
難
し
い
食
べ
物
で
す
よ
ね
。 

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
は
、
少

し
甘
め
の
紅
茶
に
、
し
ょ
う
が
の
し

ぼ
り
汁
を
入
れ
る
飲
み
方
で
す
。
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
で
も
お
い
し
い
で
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
し
ょ
う
が
自
体
を
楽
し

み
た
い
方
は
、
み
じ
ん
切
り
し
た
し

ょ
う
が
を
カ
ツ
オ
節
と
と
も
に
砂

糖
・
み
り
ん
・
醤
油
で
煮
詰
め
て
、

ふ
り
か
け
に
す
る
の
も
良
い
で
す
。 

↑

暗
く
狭
い
と
こ
ろ
で
の
困
難
な
作
業
も
黙
々
と↑

 

 

二
つ
目
は
ご
存
知
、
筋
ト
レ
で
す
。 

 

私
た
ち
の
体
に
あ
る
筋
肉
に
は
、

熱
を
つ
く
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
筋

肉
が
動
く
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作

ら
れ
、
発
生
し
た
熱
は
体
中
を
巡
り

ま
す
。
筋
肉
量
と
運
動
量
が
多
い
ほ

ど
沢
山
の
熱
を
生
み
だ
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。 

 

特
に
有
効
な
の
は
体
幹
部
の
筋
肉

量
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
な
が
ら
運

動
が
で
き
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
有
名
で

す
ね
。
ま
た
、
第
二
の
心
臓
と
言
わ

れ
る
ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
の
は
い

か
が
で
す
か
？
出
来
る
だ
け
高
く
つ

ま
先
立
ち
を
し
て
一
秒
間
静
止
し
た

後
、
踵
を
ゆ
っ
く
り
下
し
ま
す
。
三

十
回
繰
り
返
す
だ
け
で
、
体
が
ポ
カ

ポ
カ
し
て
き
ま
す
よ
。 

 

体
が
寒
い
と
気
持
ち
も
沈
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
内
側
か
ら
温
め
て
、
寒

い
時
期
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！ 

編集・発行 

特定非営利活動法人 塩釜市体育協会 

塩竈市温水プール(ユープル)内 

住所 〒985‐0006  

宮城県塩竈市字杉の入裏 39-173 

電話 022-363-4501 FAX 022-366-0281 

E-MAIL pool@npo-shiogama-taikyo.or.jp 

塩釜市体育協会 検索 

編
集
後
記 

年
が
明
け
て
ひ
と
月
が
経
ち
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
し
い

変
異
株
が
流
行
し
、
ま
た
も
や
感
染

が
拡
大
。
塩
釜
に
も
不
穏
な
足
音
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。 

今
年
は
残
念
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

表
彰
式
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、

受
賞
者
の
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

感
染
対
策
を
し
な
が
ら
も
結
果

を
残
し
た
皆
さ
ま
、
ほ
ん
と
う
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

Ｐ
Ｅ
Ｎ 

☆ 

Ｙ 

工事は皆さんが利用する更衣室やプールサイドの

床下で行われています。さて、床下は一体どんなと

ころなのでしょう？ 

１辺が約６０～７０ｃｍの四角い穴に、垂直に梯

子がついており、そこから降りていきます。床下に

は配管が所狭しと張り巡らされている空間が広がっ

ており、さながら地下ダンジョンのようになってい 

るのです。天井は低い為、ほとんどが中腰での移動や作業になります。もちろん窓

はなく真っ暗なので懐中電灯は必須。換気も出来ず空気がよどむので、空気を送る

装置を動かさないと作業に支障がでます。気を抜くとあちこちに体を当ててしまう

ので油断できない場所、そんな中で配管工事は行われているのです。 

 外した配管や取り付ける配管を運び出す入口は、四角い穴のみ。一度に運べ

る広さではないので、床上と床下とを往復しなければなりません。黙々と作業

に勤しむ業者の皆さんに負けないように、３月のプールオープンに向けて私た

ちも施設の清掃・修理に励みます。 

令和４年１月１７日から塩竈市温水プールが配管工事に入り、約２週

間が経とうとしています。 

さて、今プールはどういう状況なのか知りたくはないですか？ 

そこで、今回は普段見られないプールの床下や、そこで行われている配

管工事の様子を工事業者の協力を得て紹介したいと思います。 

Twitter はこちら↓ 

塩竈市温水プール 

し
ょ
う
が
と
筋
ト
レ
で
寒
さ
に
打
ち
勝
つ
！ 

塩釜ガス体育館 

コロナウイルス感染症のワクチン

接種の為、第二競技場が接種会場にな

ります。 

いつも塩釜ガス体育館をご利用の

皆様には、ご不便をおかけいたします

が、ご理解とご協力のほど、何卒宜し

くお願いいたします。 

塩釜市体育協会 

ホームページは 

こちら→ 


